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釧路あすなろクラブ例会

津
波
テ

l
マ
に
防
災
学
ぶ

マ
に
、
釧
路
市
の
防
災
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た。
同
ク
ラ
ブ
は

「郷
土
を
愛
し

仕
事
に
徹
し
人
と
和
す
」

を
信
条
に
毎
年
、
年
間
テ
l
マ

中
小
企
業
経
営
者
ら
の
異
業

種
交
流
を
目
的
と
し
た
経
済
研

修
団
体
釧
路
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ

(
湾
篠
政
行
会
長
)
は
凶
目
、

釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
例

会
を
開
き
、
「
津
波
」
を
テ
l

自助の意識が重要と強調
する佐々木主幹

を
定
め
、
そ
れ
に
沿
っ
た
例
会

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

今
年

は
ク
ラ
ブ
創
設
印
周
年
の
節
目

で、

「半
世
紀
、
新
た
な
る
飛

躍
」
を
テ
l
マ
に
研
修
を
重
ね

て
お
り
、

今
回
の
例
会
は

「こ

の
半
世
紀
で
最
も
衝
撃
的
な
災

害
」
(
同
ク
ラ
ブ
)
だ
っ
た
東

日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
津
波
に
着
目
。
講

師
に
釧
路
市
総
務
課
総
務
部
の

佐
々
木
信
裕
防
災
危
機
管
理
主

幹
を
招
き、

津
波
か
ら
い
か
に

身
を
守
る
か
考
え
た
。

佐
々
木
主
幹
は
ま
ず
釧
路
市

の
災
害
史
を
振
り
返
り
、
こ
の

1
3
0年
間
で
震
度
4
以
上
の

地
震
が
叩
回
発
生
し
、
避
難
を

伴
う
津
波
が
6
年
に
1
回
発
生

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
浸
水

被
害
が
あ
る
津
波
も
計
算
上
、

加
年
か
ら
お
年
に
l
回
発
生
す

る
こ
と
を
示
し
た
。

ま
た
、
今
年
6
月
に
道
が
発

表
し
た
新
し
い
津
波
浸
水
予
測

図
に
つ
い
て
触
れ
、

「想
定
の

津
波
が
来
れ
ば
、
市
民
ロ
万
人

が
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず、

高
い
所
と
い
っ
て
も
限
界
が
あ

る。

1
9
5
2年
の
十
勝
沖
地

震
津
波
で
は
3
万
人
が
高
台
の

親
せ
き
や
知
人
宅
に
避
難
し

た
。
今
か
ら
高
台
の
知
人
と
万

一
の
た
め
に
話
し
合
っ
て
お
く

こ
と
も
大
事
」
と
述
べ
、
自
助

の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
身
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
強

調
し
た
。

(
道
永
竜
命
)


